
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（北安曇地域） 

平成 26 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
 

 

事業名 栂池高原教育育成地域開発プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

栂池体験学習旅行協議会 

0261-83-2341 

事業区分 （６）ア 特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト事業 

総事業費 1,150,000 円（うち支援金：862,000 円） 

動写真） 

①教育旅行への新たなアプローチ 

②障害者スキー客の集客拡大 

※自己評価【 Ｂ 】 

【理由】 

震災の影響もあり、ボランティア

養成講座が計画変更を強いられて

しまった。 

【モニタースキーツアー】 

 【目標・ねらい】 

障害者スキー指導への認知度が高まった。 

モニターツアー参加者からのアンケート結果も良く、今

後の指導への自信となった。 

 

１、障害者スキー指導員養成 

スキー初体験のモニタースキーツアーを実施 

いかに楽しくスキーを体験してもらうかに重点を置い

た指導を行った。2、ボランティア養成 

当初予定の講座は開催できなかったが、ボランティアに

参加しながら、障害者スキーの実体験をしてもらった。 

3、カリキュラムの作成 

モニタースキーツアー時に指導のＤＶＤの撮影を行っ

た。作成したＤＶＤ・パンフレットは商談会等に活用。

大変評判が良かった。 

障害者スキー指導への認知度が高まると同時に、長野県内及び新潟県の専門学校から講習会参加

の問い合わせもあり、今後は作成したＤＶＤを活用し、講習会を中心とした誘客を進めていきた

い。 

 


